
上板町立上板中学校

1 学校の概要

① 生徒数 335 人

② 校訓 「自律・自主」

「親和・協調」

「勤労・愛好」

③ 環境目標・テーマ

身近な環境を見つめ，できることから始めよう

2 行動方針

① 校内の美化を行いごみの分別に努める。

② 節電に努める。

③ リサイクルに努める。

④ 「５３０（ごみゼロ）の日」キャンペーンに向けて環境美化委員でごみ収集の計画

を立て，全校生徒で学校周辺のごみ拾いをする。

3 行動

① 校内の美化を行いごみの分別に努める。

② 節電に努める。

マナーアップ会で校内の清掃を行

っている様子

環境美化委員がゴーヤの苗の植え

付けを行っている様子

ソーラーパネラーによる自家発電量

を表示している様子



③ リサイクルに努める。

④ 「５３０（ごみゼロ）の日」キャンペーンに向けて環境美化委員でごみ収集の計画

を立て，全校生徒で学校周辺のごみ拾いをする。

4 具体的効果

 マナーアップ清掃や，ごみゼロ運動を通じて，全校生徒が校内や地域の環境美化

活動に参加することができた。

 文化祭でのゴミゼロ大作戦やゴーヤの栽培など，環境美化委員が積極的に活動し

ており，環境美化の意識が高まった。

 町内の清掃活動中に挨拶をしたり，町役場の方と協力してごみの分別を行うなど，

地域とのつながりが生まれた。

5 改善点

 ゴミ収集の実施方法などを，生徒がさらに主体的に計画していく必要がある。

 環境美化や節電の呼びかけが不十分であるので，ポスターなどを用いて呼びかけ

ていく。

 ソーラーパネラーの自家発電量の表示を有効活用できていない。電力量のグラフ

化など，環境についての意識づけができるような工夫をしていく。

文化祭でのごみの分別収集（ごみゼロ大作戦）の様子

手前の黄色い洗い桶で、容器の汚れを落としてから回

収する

ごみゼロ運動の様子

生徒からの情報を元に清掃場所を決め，クラスごとに

ごみ拾いを行った


